
保育の振り返り 

１学期より鼓隊の楽器の演奏や音楽を楽しんできたかえで組の子どもたち、音楽会に向けて楽器の種類も増
え、いろいろな音やリズム遊びを楽しんできました。取り組む前に『合奏』という言葉の意味『みんなで
色々な楽器を使って演奏すること』を保育者が伝え、子どもたちにどんな楽器を使ってみようか？相談しな
がら進めてきました。「この音好き」「何ていう楽器？」「やってみたいな」と子どもたちの声を沢山聴か
せてもらい、楽器決めをしました。決められた数の楽器で希望の楽器が出来なかったお友達もいます。私自
身、みんなの希望を叶えてあげれないことに悩んだり、子どもたちと話し合いを重ねました。普段の保育で
も、「納得するまで」の話を大切にしています。「僕もしたいけど、こっちの楽器でもいいよ」「絶対した
い」話し合いだけでは決まらず「じゃんけんしよ」という話もでてきました。今回の子どもたちのだした納
得する方法はじゃんけんでした。自分達で決めたことだから納得できた。気持ちに折り合いをつけ、友達の
気持ちを考えることも身についています。『みんなでする』という気持ちを大切に取り組んできました。音
楽会当日は、ドキドキすることもあると思います。『みんなで取り組む音楽会』を大切にしてきました。温
かく見守っていただけますようよろしくお願い致します 

(豊かな感性と表現、言葉による伝え合い、協同性、思考力の芽生え、自立心、健康な心と体) 

みんなで取り組む音楽会  
作成日11月6日(水) かえで組 進藤早苗  

 保育のねらい:音楽会に向けて楽器の音や音楽で十分に遊び    
表現する楽しさを味わう。 


